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【【【【変更変更変更変更のののの理由等理由等理由等理由等】】】】 

 

１ 計画の変更を要する理由 

  森林法第 10 条の５の規定に基づき樹立した山江村森林整備計画の一部を、同法第

10 条の６第３項の規定に基づき変更する。 

 

２ 変更計画の内容 

 (1)Ⅱ森林の整備に関する事項「第２ 造林に関する事項」 

・更新作業に係る保育の簡素化を図るために植栽本数を見直したため、「人工造林

の樹種別及び仕立ての別の植栽本数」を変更する。 

 

(2)Ⅱ森林の整備に関する事項「第３ 間伐を実施すべき標準的な林齢、間伐及び保育

の標準的な方法その他間伐及び保育の基準」 

・森林経営管理法（平成 30 年 5 月制定）第 42 条において、「災害防止措置命令」

が規定され、森林法第 10 条 10 第２項に定める「要間伐森林」制度が廃止された

ことから、それに即し「その他必要な事項」を変更する。 

 

 (3)Ⅱ森林の整備に関する事項「第５ 委託を受けて行う森林の施業又は経営の実施の

促進に関する事項」 

・球磨川地域森林計画（平成 30 年度変更）に、森林経営管理制度の活用の促進

に関することが定められたことから、それに即し「森林経営管理制度の活用に関

する事項」を追加する。 

 

 (4)Ⅴその他森林の整備のために必要な事項 

・球磨川地域森林計画（平成 30 年度変更）に、森林経営管理制度の活用の促進

に関することが定められたことから、それに即し「森林経営計画の記載内容に関

する事項」を変更するとともに「森林経営管理制度に基づく事業に関する事項」

を追加する。 

   

３ 効力の発生 

  平成 31 年４月１日から効力を生ずる。 

 

４ その他 

  本文中に記載のある「森林環境譲与税（仮称）」については、森林環境譲与税（仮

称）に関係する税法案の成立後、正式名称に読み替えるものとする。 
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ⅠⅠⅠⅠ    伐採伐採伐採伐採、、、、造林造林造林造林、、、、保育保育保育保育そのそのそのその他森林他森林他森林他森林のののの整備整備整備整備にににに関関関関するするするする基本的基本的基本的基本的なななな事項事項事項事項    〔変更なし〕    

    

ⅡⅡⅡⅡ    森林森林森林森林のののの整備整備整備整備にににに関関関関するするするする事項事項事項事項 

 

第第第第１１１１    森林森林森林森林のののの立木竹立木竹立木竹立木竹のののの伐採伐採伐採伐採にににに関関関関するするするする事項事項事項事項（（（（間伐間伐間伐間伐にににに関関関関するするするする事項事項事項事項をををを除除除除くくくく。）。）。）。）    〔変更なし〕 

 

第第第第２２２２    造林造林造林造林にににに関関関関するするするする事項事項事項事項  

１ 人工造林に関する事項〔変更なし〕 

  （１）人工造林の対象樹種〔変更なし〕 

（２）人工造林の標準的な方法 

ア 人工造林の樹種別及び仕立ての方法別の植栽本数 

植栽本数については、施業の効率性や地位等の立地条件を踏まえ森林の確

実な更新を図ることのできる本数とし、下表のとおりとする。 

さらに、定められた標準的な植栽本数の範囲を超えて植栽しようとする場

合や保育の簡素化を図るため植栽本数を少なくする場合などは、林業普及指

導員又は山江村役場農林課との相談の上、適切な植栽本数を判断するものと

する。 

人工造林の樹種別及び仕立ての別の植栽本数 

樹種 仕立ての方法 標準的な植栽本数（本／ha） 備考 

スギ 中仕立て 1,500～3,000  

ヒノキ 中仕立て 1,500～3,000  

クヌギ 中仕立て 1,500～3,000  

センダン 中仕立て 400～ 参考 

  

   イ その他人工造林の方法〔変更なし〕 

（３）伐採跡地の人工造林をすべき期間〔変更なし〕 

 

２ 天然更新に関する事項〔変更なし〕 

   

３ 植栽によらなければ適確な更新が困難な森林の所在〔変更なし〕 

   

４ 森林法第１０条の９第４項の規定に基づく伐採の中止又は造林をすべき旨の

命令の基準〔変更なし〕 

 

５ その他必要な事項〔変更なし〕 
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第第第第３３３３    間伐間伐間伐間伐をををを実施実施実施実施すべきすべきすべきすべき標準的標準的標準的標準的なななな林齢林齢林齢林齢、、、、間伐及間伐及間伐及間伐及びびびび保育保育保育保育のののの標準的標準的標準的標準的なななな方法方法方法方法そのそのそのその他間伐及他間伐及他間伐及他間伐及びびびび

保育保育保育保育のののの基準基準基準基準     

    １ 間伐を実施すべき標準的な林齢及び間伐の標準的な方法 〔変更なし〕 

   

  ２ 保育の種類別の標準的な方法 〔変更なし〕 

 

  ３ その他必要な事項   〔変更なし〕 

 

第第第第４４４４    公益的機能別施業森林等公益的機能別施業森林等公益的機能別施業森林等公益的機能別施業森林等のののの整備整備整備整備にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    〔変更なし〕 

 

第第第第５５５５    委託委託委託委託をををを受受受受けてけてけてけて行行行行うううう森林森林森林森林のののの施業又施業又施業又施業又はははは経営経営経営経営のののの実施実施実施実施のののの促進促進促進促進にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

  １ 森林の経営の受委託等による森林の経営の規模の拡大に関する方針  

〔変更なし〕 

 

 ２ 森林の経営の受委託等による森林の経営の規模の拡大を促進するための方策 

   〔変更なし〕 

 

 ３ 森林の経営の受委託等を実施する上で留意すべき事項 〔変更なし〕 

    

  ４ 森林経営管理制度の活用に関する事項 

  （１）森林経営管理制度の活用に関する基本的な考え方 

森林所有者が自ら森林組合等に施業の委託を行うなどにより森林の経営管理

を実行することができない場合には、森林経営管理制度の活用を図り、森林所

有者から経営管理権を取得した上で、林業経営に適した森林については意欲と

能力のある林業経営者に経営管理実施権を設定するとともに、経営管理実施権

の設定が困難な森林及び当該権利を設定するまでの間の森林については、森林

環境譲与税（仮称）を活用しつつ、市町村森林経営管理事業を実施することに

より、適切な森林の経営管理を推進する。 

なお、経営管理権集積計画又は経営管理実施権配分計画の作成に当たっては、

本計画に定められた公益的機能別施業森林や木材の生産機能維持増進を図るた

めの森林施業を推進すべき森林等における施業の方法との整合性に留意する。 

また、経営管理権又は経営管理実施権の設定された森林又は設定が見込まれ

る森林については、当該森林の状況等に応じて公益的機能別施業森林又は木材

の生産機能維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林の区域に位置付け

るとともに、市町村森林経営管理事業を行った森林については、必要に応じ保

安林指定に向けた対応を行い、当該区域において定める森林施業等の確実な実

施を図る。 

 

（２）森林経営管理制度の活用にあたっての考え方 

木材の生産機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林や植栽に

よらなければ適確な更新が困難な森林、森林法施行規則第33条第１号ロの規定

に基づく区域の森林として本計画に定められ、木材生産や植栽の実施が特に社

会的に要請される森林については、経営管理意向調査、森林現況調査、経営管

理権集積計画の作成等を優先して行うものとする。 

          

５ その他必要な事項 〔変更なし〕 
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第第第第６６６６    森林施業森林施業森林施業森林施業のののの共同化共同化共同化共同化のののの促進促進促進促進にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    〔変更なし〕 

    

第第第第７７７７    作業路網作業路網作業路網作業路網そのそのそのその他森林他森林他森林他森林のののの整備整備整備整備のためにのためにのためにのために必要必要必要必要なななな施設施設施設施設のののの整備整備整備整備にににに関関関関するするするする事項事項事項事項〔変更なし〕 

 

第第第第８８８８    そのそのそのその他必要他必要他必要他必要なななな事項事項事項事項    〔変更なし〕 

 

ⅢⅢⅢⅢ    森林森林森林森林のののの保護保護保護保護にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    〔変更なし〕 

  

ⅣⅣⅣⅣ    森林森林森林森林のののの保健機能保健機能保健機能保健機能のののの増進増進増進増進にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    〔変更なし〕    

    

ⅤⅤⅤⅤ    そのそのそのその他森林他森林他森林他森林のののの整備整備整備整備のためにのためにのためにのために必要必要必要必要なななな事項事項事項事項     

  １ 森林経営計画の作成に関する事項 

  （１）森林経営計画の記載内容に関する事項 

森林経営計画の作成に当たっては、次に掲げる事項について適切に計画す

るものとする。 

なお、森林経営管理法第 35 条第１項の経営管理実施権配分計画により経営

管理実施権が設定された森林については、森林経営計画による適切な施業を

確保することが望ましいことから、林業経営者は、経営管理実施権配分計画

が公告された後、当該森林について森林経営計画の作成に努めるものとする。 

ア Ⅱの第２の３の植栽によらなければ適確な更新が困難な森林における

主伐後の植栽 

イ Ⅱの第４の公益的機能別施業森林等の整備に関する事項 

ウ Ⅱの第５の３の森林の経営の受委託等を実施する上で留意すべき事項

及びⅡの第６の３の共同して森林施業を実施する上で留意すべき事項 

エ Ⅲの森林の保護に関する事項 

 

  （２）森林法施行規則第 33 条第１号ロの規定に基づく区域 〔変更なし〕 

 

  ２ 生活環境の整備に関する事項 〔変更なし〕 

 

  ３ 森林整備を通じた地域振興に関する事項 〔変更なし〕 

 

  ４ 森林の総合利用の推進に関する事項 〔変更なし〕 

   

  ５ 住民参加による森林の整備に関する事項 〔変更なし〕 

 

  ６ 森林経営管理制度に基づく事業に関する事項 

                該当なし 

    

  ７ その他必要な事項 〔変更なし〕 


